
一 般 質 問 通 告 書 

 

                              R6 年 ５月 21 日 

 

 弥 富 市 議 会 議 長 殿 

 

                    弥富市議会議員   那須英二             

 

 下記のとおり質問したいので通告します。 

 

記 

 

書画カメラ 
使用する（使用する場合は、○を付ける） 

※通告書提出後は、議長に許可を得ること（口頭可）。 

 

件  名 1. 防災計画について 

質問項目 

及び要旨 

(具体的内容) 

 

①尾張大橋のかけ替えについての進捗は。 

②液状化で堤防が沈下することも考えられるが、堤防の強化とかさ上げも  

 待ったなしの課題ではないか。市の認識と解決のための行動は。 

③災害時に必要なものを供給してくれるような提携・連携は 

 取れているのか。（具体的に、仮設トイレや食糧、水、その他のに日用

品 

 などはどこがなど。） 

④そういった細かいところまでシミュレーションを行ったことはあるか。 

⑤１日屋上避難場所で過ごすなどの訓練を行ってはどうか。 

⑥避難所・避難場所にある防災備品は充足しているか。 

⑦現実的に自助でまかなえるものであると思っているのか。 

⑧実践的な避難所の設置訓練などは行えているか。 

⑨実際の避難所に近づけた形での訓練または、シミュレーションを 

 行ってはどうか。 

⑩緊急防災パックを各個人のロッカー備えを、弥富市の学校や保育所でも行うべきでは。 

⑪仮に行うとしたらどれほどの予算が必要か。 



⑫防災計画そのものを、現実的なものに見直す必要があると思うが、市長総括を。 

 

答 弁 者 市長、副市長、担当部・課長 

 



 

件  名 2. 公共交通について 

質問項目 

及び要旨 

(具体的内容) 

 

①「チョイソコやとみ」の実験結果と今後の方針は。 

②「きんちゃんバス」の今後の方針は。 

③玉野市の公共交通に対しての教訓は。 

④弥富市内のどこでも交通難民を出さないという姿勢はあるか。 

⑤「チョイソコやとみ」の試行する期間、地域、料金、市民の周知など、 

 実験結果は結論付けられるほどのものか認識を問う。 

⑥今後は実験を行わないのか。それはなぜか。 

⑦「チョイソコやとみ」が今すぐ全域で行うことができないのはなぜか。 

⑧市には自治体の責務として、住民の足を確保する、カバーすると 

 いった構えはないのか。 

⑨費用対効果というなら、JR 名鉄自由通路事業にはどれだけあるのか。 

⑩優先順位として、利便性よりも必要性が先ではないか。 

⑪公共交通の考え方として、弥富市内で交通弱者を出さないという 

 覚悟が必要なのでは。市長の見解・覚悟を問う。 

 

答 弁 者 市長、担当部・課長 

 


